
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:b=c:d  A の比＝B の比  を 比例式という 

   この式を 比の値の式 に直すと 
𝑎

𝑏
 = 

𝑐

𝑑
 

   この式の両辺に （bxd）をかけると 

     
𝑎

𝑏
 x bxd = 

𝑐

𝑑
 x bxd 

           a x d = c x b   ⇒ 外項の積＝内項の積 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 年下第 2 回 必修例題１ 

次の比例式のｘの値を求めなさい。 

(1) x : 20 = 3 : 5                 (2) 3 : x = 
2

3
 : 0.25 

外側ｘ外側 = 内側ｘ内側  

(1)  

外項の積＝内項の積 より， 

 × : 20 = 3 : 5 

 

 ×x５=20x3 

 × = 60÷５ 

   = 12 

（別解）比の値を利用 

 × : 20 = 3 : 5 

 
×

20
 = 

3

5
  両辺に 20 をかける 

 
×

20
 x20 = 

3

5
 x20 

  × = 12 

12 

(2) 

 3 : x = 
2

3
 : 0.25 

 

内項から先にかきます。 

 × x 
2

3
 = 3 x 0.25 

  × x 
2

3
 = 

3

4
 

  × = 
3

4
 ÷

2

3
  

= 
3

4
 x 

3

2
  

= 
9

8
 (1

1

8
) 

  

 

0.25=
1

4
 

9

8
 (1

1

8
) 



 

 

 

5年下第 2回必修例題２ 

 

買う個数が決まっているとき，

値段と代金は比例します。 

 

値段 代金 

買う個数 

×とＹが比例している   
𝑦

𝑥
が一定    ×の比とＹの比が等しい 

1個の値段の比は 

代金の比も３：２になる。 

差集め算で解くこと

もできます。 

 

値段 代金       
代金

値段
 = 買う個数  値段  代金 

比例する 



 

 

 
 

 

 

5年下第 2回必修例題３ 

A x 
!

𝐴
 = 1 です。この

!

𝐴
 を Aの逆数といいます。 

例えば，３の逆数は 
1

3
     

3

5
 の逆数は 

5

3
 (1

2

5
 ) です。 

(1) Aの 3倍と B の 2 倍が等しい 

      ↓ 

   Ax3 = Bx2 

   左辺と右辺が共に１になるようにする。 

   A = 
1

3
   B = 

1

2
  なので， 

A : B = 
1

3
 : 

1

2
 

      = 
1

3
 x 6 : 

1

2
 x 6 

      = 2 : 3 

 
2 : 3 

(2) A x 
4

5
 = B x 

2

3
 

          

 A = 
5

4
   B = 

3

2
 

           

   

A : B =  
5

4
 : 

3

2
 

 両辺に最小公倍数

の４をかける。 

A : B =  
5

4
 x 4 : 

3

2
 x 4 

      = 5 : 6 

 5 : 6 

(3) A = B x 1
1

5
 = C x 0.8 

   1
1

5
 = 

6

5
   0.8 = 

4

5
 

           

 A x 1 = B x 
6

5
 = C x 

4

5
 

  

A : B : C = 1 : 
5

6
 : 

5

4
 

    最小公倍数の 12 をかける。     

 = 1x12 : 
5

6
 x 12 : 

5

4
 x 12 

 = 12 : 10 : 15 

 

12 : 10 :15 

逆比 

逆比  

 

逆比 



 

 

必修例題４ 

(1) 

大 x 2 = 子 x 5 より 

 大人と子どもの比は逆比に 

なるので， 

 大 : 子 = 
1

2
 : 

1

5
 

    最小公倍数の 10 をかける。 

 大 : 子 = 
1

2
 x 10 : 

1

5
 x 10 

          = 5 : 2 

 
5 : 2 

(2) 大人と子どもの入園料をそれぞれ 

⑤円，②円とすると， 

  

  ⑤ x 3 + ② x 7 = 2320 

      ⑮ + ⑭ = 2320 

      29 = 2320 

       ① = 2320 ÷ 29 = 80 円 

  子どもは②円なので， 

    80 x 2 = 160 円 

160 円 



 



 

 

  このような問題を「和が一定の問題」 

  といいます。 

  この場合は，1本線の図をかきます。 

(1) 兄は 4枚減って，弟は 4枚増えた

だけなので，2 人の持っている枚数の

合計は変わりません。 

７－６＝①で，これが 4枚にあたります。 

したがって，はじめに兄が持っていた枚

数は⑦なので， 4x7=28枚 
28枚 

(2) 2 人とも 420 円ずつ使っています

から 2人の差は変わりません。 

このような問題を「差が一定の問題」 

  といいます。 

2 本線をかいて，使った金額を左はしにそ

ろえます。 

 

妹が持っていたお金は９なので， 

  60 x 9 = 540円 

540円 



 

 

2人が使ったりもらったりする前後の 2人の和や差が一定でない問題は 

比例式をつくって考えます。 

 

    はじめの姉の枚数を③枚， 

妹の枚数を①枚 

とすると， 

姉は 4枚使った 

    ③－４ （枚）・・・ア 

妹は 7枚もらった 

    ①＋７ （枚）・・・イ 

 

      

 

 

姉は③枚持っていたので 

   8 x 3 = 24 （枚） 

24枚 

 

外項の積 = 内項の積  


